
 

【
作
者
】
齊
藤
監
物
（
一
八
二
二
～
一
八
六
〇
年
）（
文
政
五
年
～
安
政
七
年
）
、
常
陸
国
那
珂
郡
静
村
の
龍
神
神
社
社
官
・
斎
藤
式

部
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
藤
田
東
湖
に
師
事
し
、
剣
術
を
学
ん
だ
。
藩
校
弘
道
館
の
鹿
島
神
社
の
神
官
と
な
っ
た
。
安

政
七
年(

一
八
六
〇)

二
月
に
脱
藩
。
三
月
三
日
の
桜
田
門
外
の
変
に
参
加
。
五
日
後
の
三
月
八
日
に
死
去
。 

享
年
三
十
九
歳
。 

【
語
釈
】
＊
千
山…

多
く
の
山
。 

 

＊
鸞
輿…

 

天
子
の
輿
。 

 

＊
虎
狼
の
窟…

敵
陣
の
こ
と
。 

＊
一
匕…

１
本
の
短
刀 

 
 

＊
鮫
鰐
の
渕…

敵
陣
の
こ
と
。 
 

＊
丹
心…

ま
ご
こ
ろ
。 

＊
回
天…

時
勢
を
一
変
す
る
こ
と
。 

 

＊
九
天…

宮
中
の
異
称
。 

【
通
釈
】
山
ま
た
山
を
越
え
、
谷
を
渡
り
霧
に
道
を
迷
い
な
が
ら
、
天
皇
の
お
乗
り
物
は
ど
の
辺
り
だ
ろ
う
か
。 

蓑
を
着
て
百
姓
姿
に
変
装
し
、
一
本
の
短
刀
を
ふ
と
こ
ろ
に
敵
陣
に
忍
び
込
み
お
乗
り
物
を
探
し
た
。 

報
国
の
真
心
は
あ
る
が
独
り
の
力
だ
け
で
は
実
現
で
き
ず
、
王
政
復
古
も
今
す
ぐ
に
実
現
で
き
な
い
。 

(

天
は
勾
践
を
殺
し
て
は
な
ら
な
い
、
時
が
来
れ
ば
范
蠡
の
よ
う
な
忠
臣
が
出
な
い
こ
と
も
な
い) 

涙
を
流
し
な
が
ら
、
二
行
の
漢
詩
を
、
行
在
所
の
桜
の
木
に
書
き
と
め
後
醍
醐
天
皇
に
奉
っ
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



    

【
解 

説
】 

児
島
高
徳
が
後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
に
遷
幸
さ
れ
る
の
を
奪
還
し
よ
う
と
し
て
果
た
さ
ず
、
因
の
荘 (

今
日
の 

津
山
市
院
王) 
の
行
在
所
に
潜
入
し
、
桜
の
幹
を
削
り
、(

天
莫
空
勾
践
時
非
無
范
蠡) 

と
の
二
行
の
詩
句 

を
書
し
、
自
分
の
微
衷
を
奏
上
し
た
故
事
を
素
材
に
詠
じ
た
も
の
。 

元
弘
二
年 (1332) 
三
月
、
北
条
氏
の
た
め
隠
岐
に
流
さ
れ
る
後
醍
醐
天
皇
を
途
中
で
奪
還
し
よ
う
と
、
備 

後
三
郎
こ
と
、
児
島
高
徳
は
義
兵
を
集
め
て
舟
坂
峠
で
待
ち
構
え
た
が
、
鸞
輿
は
他
の
道
を
通
過
し
、
義 

兵
達
は
四
散
し
た
。 

や
む
な
く
高
徳
は
単
身
、
行
在
所
に
忍
び
、
警
護
の
目
を
か
す
め
て
、
庭
前
の
桜
の
木
の
皮
を
は
ぎ
、 

「       

天
、
勾
践
・
・
・
・
」 

の
詩
句
を
書
き
付
け
た
。 

こ
の
史
話
の
忠
誠
を
た
た
え
つ
つ
、
同
時
に
作
者
自
ら
の
心
情
を
詠
じ
た
も
の
。 

 

【
鑑 

賞
】  

児
島
高
徳
は
備
後
の
人
。(

通
称
備
後
三
郎) 
。
北
条
時
高
に
よ
っ
て
隠
岐
に
流
さ
れ
よ
う
と
す
る
後
醍
醐
天
皇
を
途

中
に
て
奪
還
し
よ
う
と
し
て
舟
坂
山
に
義
兵
を
結
集
し
た
が
、
車
駕
は
転
じ
て
山
陰
に
入
り
、
急
追
し
て
美
作
の
杉
坂

に
到
着
し
た
が
、
す
で
に
通
過
の
あ
と
、
失
望
し
た
義
兵
は
こ
と
ご
と
く
散
っ
た
。 

高
徳
は
や
く
な
く
単
身
因
の
荘
の
行
在
所
に
忍
び
込
み
、
庭
前
の
桜
を
削
り
、
十
字
の
詩
を
書
し
て
微
衷 

を
奏
し
、
御
心
を
慰
め
た
。 

詩
中
の
范
蠡
は
越
王
勾
践
の
臣
で
、
呉
王
夫
差
と
不
椒
の
地
で
戦
っ
て
敗
れ
た
が
、
会
稽
山
に
潜
み
、
苦 

辛
惨
憺
二
十
年
の
後
、
つ
い
に
王
を
助
け
て
呉
王
の
軍
を
五
湖
に
破
っ
た
。 

そ
の
故
事
に
の
っ
と
っ
た
も
の
だ
が
、
警
護
に
兵
に
わ
か
る
は
ず
は
な
く
、
帝
一
人
こ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
て 

意
を
強
く
さ
れ
た
と
い
う
。 

作
者
監
物
は
、
こ
の
高
徳
の
誠
忠
と
勇
気
を
示
す
事
蹟
を
考
え
な
が
ら
、
自
分
を
振
り
返
り
、
井
伊
直
弼
暗 

殺
の
計
画
に
加
わ
る
自
分
を
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

詩
中
の <

独
力> <

空
拳> <

単
蓑> 

の
語
が
切
実
に
生
き
て
い
る
。
果
た
し
て
、
桜
田
門
外
で
は
、
折
か
ら 

の
雪
の
た
め
蓑
を
ま
と
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。 


